A Study of Formative Experiences from Early Childhood by 橘田 重男
幼少期の原体験に関する一考察





































































































































































クワガタの雑木林 ※ ｢鉄鉱√tのJ'jf｣ △※ ｢骨の山｣
LLJの秘秘兆地 クワプJ夕の雑木林
屋根のある橋 EJLJI神杜の境内 ※ ｢カイコン｣～～～～～～～～～～一～～～～～～狐川～～～～
※ ｢秘密の滝｣ 参道の杉曲水 ※ ｢嬰1･球のmんぼ｣ 米 ｢ダコッさん｣
竹林の秘密AE一地 魚釣りのダム








ままごと⑫ お昼寝⑧ 砂遊び⑦ セーラームーンごっこ⑦ 泥だんご⑦ サ
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ツマイモ掘り⑤ 給食⑤ 鬼ごっこ④ 砂遊び④ ブロック遊び④ 三輪車③
劇発表会③ フラフープ③ 泥遊び③ ドッジボール③ 夏祭り② 遊びの時
間② お遊戯② 折り紙② プール② 雪遊び② ジャングルジム② スライ
ム② お店屋さんごっこ② ボール遊び② 跳び箱② 卒園式② ブランコ②
サッカー② 園内ごっこ遊び② レンジャー ごっこ② 色水遊び② スライム②
けんか② クリスマス会② 木登り② もちつき②
※以下の回答人数は全て1名
かまくら お泊まり会 病院ごっこ お化け屋敷 アメ配り ぎんなん拾い
ドングリ集め ポケモンごっこ キャッチボール 居残り体育 お弁当 迷子
けが カルタ よもぎもち作り けが看板作り リレーゲーム お誕生会 年
少さんの世話 ブランコから落ちた 鉄棒から落ちた 滑り台 タイムカプセル
●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●
【家庭】
家の引っ越し 登園をぐずる ポニー プールのバッグ 前髪を自分で切る
妹との思い出 遊びに行きたくてだだっこ 弟の誕生 鼻血が止まらなかった
●●■●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
【地域】
散歩(公園) 石集め(河原) 公園遊び 遠足 蜂刺され 川遊び(沢ガニ) オタ




徒歩通園 通園バス 車での通園 道路に飛び出し 輪っかロープで通園 母
の自転車に乗って通園 カエル捕り 泣きながら帰る 歌いながら帰る
リンゴ狩り 段ボール滑り(遠足) 牛と遊ぶ(遠足) 花摘み(遠足) 遠足(行け
なかった)
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*分析(傾向)
回答は､予想できたように､保育所 ･幼稚園の中での体験が最も多かった｡
また､保育所 ･幼稚園の園内が､他の分類では全くなかった複数者回答が目立
った｡これは､保育所や幼稚園における保育で､友だちと一緒に共通の遊びや
活動をすることが中心になっているからであろう｡反対に､家庭 ･地域 ･通園
の分類で､複数者回答が全くなかったのは､園外においては複数の子どもで共
有する体験が少なく､自分だけの思い入れとしての個人的な思い出･体験とな
っている場合が多いことが考えられる｡
回答を分類ごとにみてみると､【保育所 ･幼稚園】においては､回答59(9)
が､屋外遊び24､屋内遊び14､園行事10,園内日課8に細分化できる｡
保育の中心には遊びがあるのでやはり遊びが多くなっている｡その遊びの体験
が特に印象的なのである｡【家庭】においては､個人的な私的出来事や家族と
の関わりが主なものであった｡【地域】においては､自然の中での虫や生き物
に触れる体験が多くみられた｡地域という屋外での環境の中での活動が印象的
になっている｡【通園 ･移動】においては､通園手段 ･移動方法によって､体
験や思い出が異なっている｡ただ､事や通園バスが中心のため､徒歩のように
移動途中での印象的なことは少ない｡
【学生の描いた絵】
①砂遊び ②ぎんなん拾い
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(3)2010年代 (現代の子どもの幼少期)
現在では､都市部､農村部の区別なく､子ども達が外遊びの体験を敬遠する
傾向が強まっている｡室内で一人または少人数で､テレビやコンピュータゲー
ム､インターネットなどのメディア演けの状況に拍車がかかっている｡
幼児の運動量調査においては､明らかに運動量の低下が見られる｡しかし､
一方で園庭のない保育所では､子ども達の運動不足対策として､午前中の主活
動に散歩を中心とした戸外遊びを位置付けている｡その際､保育士は交通事故
に細心の注意を払い続けなければならない｡このように､現代社会の交通状況
において､園外では交通事故の危険にさらされている｡外遊びの場所として挙
げられるものは､都市部では公園･園庭 ･校庭 ･自宅の庭などに限定されてき
ている｡
筆者が山梨県内のオートキャンプ場に来ていた都市部に住む子ども達の観察(10)
を通して見られた事例をいくつか挙げてみる｡まず､ほとんどの子が親から離
れず､子どもだけで遊ぶ様子は僅かしか見られなかった｡クワガタ捕りでは､
男の子がクヌギやシイの木ではない他の木で探していた｡どの木にクワダタや
カブトムシがいるのか知らないのである｡一人の女の子が泣きべそをかいてテ
ントに戻って来た｡一人で虫を探しに行き､ハチに追いかけられて怖くて大泣
きをしたとのことだ｡ハチは髪の毛や黒っぽい服などの黒いものを目がけて飛
ぶ習性があるためである｡虫取り網を持った兄弟が､道路で網を振り回して虫
を捕ろうとしていた｡林の中やヤブには入ろうとはしなかったが､そこで蝶が
飛んだり､キリギリスが唄いたりしていた｡ここでも､虫の声をキャッチでき
なかったり､どういう所に虫がいるのか分からなかったりする様子であった｡
しかし､キャンプ生活のように自然の中で遊ぶのは良い機会なので､初めは要
領が分からなくても､こうした体験を積んでいくことで虫の生態を知ったり､
五感をフルに働かせて自然の不思議さに気付いたりしていくことと思う｡ 大
人になっても更に､一生涯に渡り記憶に残るような幼少期の原体験を持ってい
ることは､その人の人生や豊かな生き方につながる拠り所にもなるであろう｡
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3.豊かな原体験の再生に向けて
豊かな､人生の基礎ともなる原体験を取り戻さなければならないことは明ら
かになってきている｡しかし､そうした原体験を重ねるには現代社会の中では
難しい状況があるため､取り組めそうなできることから少しずつ原体験の再生
を図っていくことになるであろう｡原体験は五感を中心とした感性にも深く関
わっているので､子どもの感性を育むような取り組みも求められる｡これまで
に ｢原体験プログラム｣(ll)のような試みもされてきているように､大人や社会
がそういった機会を提供していかなければならないことになる｡場所的には､
ヨーロッパに多くある ｢アドベンチャープレイグラウンド｣(12)のような冒険的
な遊び場の空間で､かつての子どもの居場所としての路地 ･原っぱ･空き地な
どに代わるスペースの確保(再生)から成立している｡
そして地域社会や家庭での原体験の機会が失われている状況から､幼稚園･
保育園･小学校などの子ども達が多くの時間を過ごす場での､原体験につなが
る遊びの環境づくりも有効であろう｡管理面 ･安全面を踏まえながらも､子ど
も達の自由な遊び行動を保障 ･許容できる環境づくりを進めたい｡先進的な事
例に学びながら､個々の園の状況に合ったもので良いと思う｡
また､原体験の場として､学童保育の可能性も十分期待できると考える｡前
述の ｢三間｣の視点で見ると､与えられたものではあるが､まず自由に活動で
きる場所と時間がある｡その上で､たくさんの異年齢の仲間いる｡当初は､同
じ場所を共有していても､一人一人が別々のことをする様子が多く見られたが,
一緒に遊ぶように工夫をすることで進展が見られた事例もある｡活動の途中で､
トラブルやケンカがあっても､同じ遊び体験を通して､子ども同士の人間関係
作りができれば､それを乗り越えられる可能性が高まるであろう｡また､それ
は自然の中で,人とふれあいながら､五感をフルに使った現実体験を重ねてい
くことである｡現在の子ども達に失われている本来の原体験を現状の中で再生
していく必要がある｡
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4.まとめ
今回の研究では､幼少期の原体験に関して､筆者､短大生､現在の子どもの
3世代を取り上げてみたが､原体験にはその時代背景等が大きく反映する｡そ
こで､これらに加えて中間の世代にも着目すれば､比較による違いや変化の状
況がより明らかになるであろう｡また､原体験は一人一人の思い入れのある体
験という特質から､個人的な要素が反映するため､傾向が見られるという分析
に留まった｡これらの点は､今後の課題としたい｡遊びとは､人間にとって空
間的 ･時間的にも余裕ある環境の中でのゆとりと希望である｡子ども達の自由
な遊び行動を許容できる空間作りを､みんなが気持ちに余裕を持ちながら進め
ていきたい｡
【註】
(1)本論においては ｢幼少期｣を､保育所 ･幼稚園の時期を中心に､小学校低
学年までの期間とする｡
(2)｢原体験｣を本稿では､｢五感を通して記憶の底にいつまでも留まり,その
人にとって印象的な出来事として受け止めている幼少期の体験｣と定義す
る｡
(3)河崎道夫 『あそびのちから』ひとなる書房より
(4)厚生労働省 ｢21世紀出生児縦断調査｣第7回調査結果より
(5)清川輝基 『人間になれない子どもたち』より
(6)A.アダムスとまちワーク研究会 『Machi-Work』より
(7)通称地名の一つで､その場所を子ども達が呼ぶ地名のこと｡
(8)筆者の勤務する短大生を対象に､質問に15分程度で筆記回答したもので､
遊びや体験の場所によって4分類した｡表記は学生の記述のニュアンスを
重視して､誤字訂正程度に留めた｡
(9)回答のうち､その場所が明確に特定できないものは外した｡
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(10)笛吹市内の ｢黒坂オートキャンプ場｣で､筆者が8月上旬の日の､午前3
時間そこに来ていた子ども達の行動を観察をした｡
(ll)原体験をプログラム化して活動に取り組んでいる一つの事例｡
(12)子どもが自由に遊べる ｢冒険遊び場｣としてつくられたスペースで､ヨー
ロッパ各地に見られる｡
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